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Notes on Parabetarmon carinicephalus (Miwa) (Coleoptera: Elateridae) collected 
from Yonaguni-jima Island of the Ryukyu Islands, Japan

Wataru Suzuki

Summary. An elaterid species, Parabetarmon carinicephalus (Miwa, 1931), is recorded from Yonaguni-jima 
Island for the first time and briefly redescribed based on a male specimen.

ヒ メ ナ ガ コ メ ツ キ Parabetarmon carinicephalus 
(Miwa, 1931) は，台湾，西表島，石垣島，竹富島
から 5 例の採集記録があるにすぎない珍しい種
で あ る（Miwa, 1931；Ôhira, 1970； 有 本 , 2005；
Arimoto, 2013；水野・岸井，2014）．筆者は，これ
まで記録のなかった与那国島で採集された標本を
検する機会を得たので，ここに記録し，本種の特
徴的な形態を図示しておく．

報告するに当たり，貴重な標本をご恵与くださっ
た川口市の井上富夫氏，本種についてご助言を頂
いた大阪市の有本久之氏に厚くお礼申し上げる．

1♂（Figs. 1–10），沖縄県八重山郡与那国町祖内
(PM 9:00)，18. V. 1981，井上富夫採集（筆者保管）.

形態 . 体長：8.3 mm. 体は褐色であるが，頭部，
前胸背板はやや暗色となる．頭部前縁は前方に張
り出し，中央部でやや強く丸まる；正中部に 1 本
の 縦 隆 線 を 持 つ
が，基部では消失
する．表面は臍状
の 点 刻 を 密 布 す
る．上唇は半円状
で，強く膨隆する．
触角は各節に縦隆
線を伴い，先端節
は前胸後角にかろ
うじて届く程度；
第 2 節は短小で亜
球 形，3 節 は 2 節
に比べわずかに長
く，これら 2 節を
合わせたものは，
4 節 と ほ ぼ 同 長
(Fig. 4)．前胸背板
は前方に徐々に狭
まり，中央部にお

いて長さと幅が等しい；背面は前方で強く膨隆し，
点刻は明瞭；中央部における点刻間の距離は各点
刻の直径より広い；後角には 2 本の隆起線を伴うが，
外側の隆起線は内側のものより長く，前胸背板の
基部 1/3 に達する；後角先端は後方に突出し，狭く
丸まる．小楯板は細長い舌状に近く，基部を除き，
やや強く膨隆する．上翅は，細長く肩幅の 2.65 倍
に等しい；条線は弱いが，深くて小さい点刻を伴
う；翅端会合部には短く，小さな突起をもつ（Fig. 
8）．前胸腹板突起は水平で，細長く，先端はやや
尖る（Fig. 5）．雄交尾器 : 1.02 mm．中央片は細長
く，側片より著しく後方に突出し，先端は尖る (Fig. 
9)．側片先端部は切断状だが，浅く湾入し，外角は
強く突出し，先端が尖る（Fig. 10）．

本 種 は， 台 湾 の Anping で 採 集 さ れ た 個 体 に
基 づ い て Miwa (1931) に よ り Neotrichophorus 属
の種として命名記載されたが，Ôhira (1970) は西
表島産の雄個体を検した結果に基づいて，新属
Parabetarmon を設立したので，現在の学名は上記
のようになっている．

新属設立の際に重視された形質の中で，特異で
あったのが前胸後角先端部に円形の深い凹陥部を
もつことであったが，有本（2005）が，西表島か
ら本種を再発見した際に明らかにした全形写真で
は前胸後角先端部の形状は正常で，凹陥部を欠く
ものであった．当時，有本氏にこの件についてう
かがったところ，「有本（2005）では明記しなかっ
たが，記録した西表島産の個体は，前胸後角の形
状以外の形質すべてが Ôhira (1970) と一致した」と
の返信を頂いた．また，最近，改めて確認をとっ
たところ，「Ôhira (1970) に用いた標本も調査した
が，左右の前胸後角先端部は折れたものであるこ
とは間違いなく，その位置は，左右で明らかに異
なっていた」との返信を頂いた．筆者も今回の記
録をするにあたり，雄交尾器の形状も含め Ôhira 

Fig. 1. Parabetarmon carinicephalus 
(Miwa) from Yonaguni-jima 
Island, southwest Japan, ♂.
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(1970) と比較したが，前胸後角先端部の形状以外
が一致した．また，台湾省農業試験所に保管され
ている本種のタイプ標本でも前胸後角先端部の形
状は正常で，有本（2005) で示された写真とも一致
することを確認したので，与那国島産の個体は本
種と同定した．

琉球には，似たような褐色のコメツキムシが何
種も知られているが，頭部に正中線に沿って明瞭
な縦隆線をもつこと（Fig. 2），前胸背後角の縦隆線
は 2 本であること（Fig. 3），後脚基節板後縁は後方
に伸展し角張ること（Fig. 6），跗節は単純で下面に
は毛を密生するが，膜状片を欠くこと，爪は単純
であること（Fig. 7），そして特徴的な雄交尾器の形
状などの特徴を併せ持つことにより（Fig. 9），本種
と識別することができる．

本種の生態については，Arimoto (2013) が海浜植
物の叩き網で採集したという事例を報告している
以外，まったく明らかにされていない．今回記録
した個体は，夜 9 時に採集したとあり，本種が夜
間活動性である可能性を示唆している．

Figs. 2–8. Parabetarmon carinicephalus 
(Miwa), ♂. 2, head and pronotum; 
3 ,  r i gh t  pos t e r i o r  ang l e  o f 
pronotum; 4, basal 6 segments 
of right anntena; 5, prosternal 
process, lateral view; 6, left hind 
coxal plate; 7, apex of left elytron; 
8, left mid tarsus. Scale: 1.6 mm 
for fig. 2, 0.5 mm for figs. 3–8.

Figs. 9–10. Parabetarmon carinicephalus (Miwa). 9, 
male genitalia, dorsal view; 10, apical portion of left 
paramere, dorsal view. Scale: 0.3 mm for fig 9, 0.05 mm 
for fig. 10.
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【短報】ナカネメダカオオキバハネカクシ大阪府か
ら初記録

ナカネメダカオオキバハネカクシ Megalopinus 
japonicus (Nakane, 1957) は，奈良県と高知県を基産
地として記載されたキノコ食性の特徴のあるハネ
カクシ科甲虫である（図 1）．近接県としての大阪
府からの記録はないと思われるので，分布解明の
一助として報告する．なお，今回は細い立ち枯れ
の根際に生えたタコウキン科の幼菌，おそらくウ
チワタケかツヤウ
チワタケと思われ
るものから採集さ
れた．

1♂, Mino-o Park, 
Osaka Pref., 31. V. 
2016, S. Sugimoto 
leg.

本種以外の同属
の日本産は比較的
最近記載されたも
のが多く（Naomi, 
1986, 1996; Naomi 
et al., 2014, 2015），
本種の古い記録には近似種との区別をされていな
い可能性も指摘されている．この機会に筆者らの
手許の標本で，2015 年に直海俊一郎博士らの提起
した検索表に基づき本種と同定出来たもののデー
タも報告しておきたい．

他の検視標本 : 1♀, Yohoro, Maizuru, Kyoto Pref., 
25. VI. 1994, H. Mochizuki leg.; 1♂, Mt. Yourou, 
Maizuru, Kyoto Pref., 5. VI. 2000, K. Yasukawa leg.; 
1♂, Oisugi Forest, Kutsuki, Shiga Pref., 19. VI. 2010, K. 
Hosokawa leg.; 1♂, 1♀, Mt. Iwao, Kouga, Shiga Pref., 
26. VI. 2005, M. Yamamoto leg.; 2♀♀, Nara Park, Nara 
Pref., 20. VI. 1998 & 27–28. VI. 2003, K. Akita leg.; 
1♂, ditto, 1. VII. 1997, K. Masaki leg.; 1♀., ditto, 10. 
VI. 2016, S. Sugimoto leg.; 1♂, Mt. Obako, Nara Pref., 
23. VII. 1989, T. Hatayama leg.; 1♀, Daisen, Kidani-

zawa, Tottori Pref., 27. VI. 2009, O. Yamaji leg.; 1♂, 
Uetsuno-dani, Kamiyama, Tokushima Pref., 16. VI. 
2002, M. Yoshida leg.

これらの標本の採集に努力された望月寛人，山
本雅則，安川謙二，畑山武一郎，正木清，吉田正隆，
細川浩司，秋田勝己（順不同）の全諸氏に敬意を
表する．
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図1．全形図（大阪府産）．


